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Ⅴ．スポーツ・レクリエーション   ※平成 29年 6月 1日より市長部局へ移行 

【基本目標】生涯にわたる市民のスポーツ・レクリエーションの振興 

市民一人ひとりが、生涯にわたり自分にあったスポーツを楽しみ、生活に取り入れ、心身ともに健や

かに暮らせるように、市民のスポーツ・レクリエーション活動を支える環境づくりを進めます。このた

め、総合運動施設や社会体育施設などのスポーツ・レクリエーション施設の整備を計画的に進めるとと

もに、市民の積極的な施設活用とスポーツイベントへの参加を促進します。また、鴨川市が有する充実

した運動施設、スポーツに適した自然環境等を有効活用して、競技スポーツの普及とスポーツを通じた

交流人口拡大を図るための活動を促進し、「スポーツ観光交流都市・鴨川」を目指します。 

 

 

Ⅴ－１．スポーツ環境の充実             ◎…成果 ◆…課題 

 

事業概要 

 

（１）施設の整備 

①スポーツ・レクリエーション施設の整備 ②多目的施設の整備 

平成 28年度 《 重点取組 》 

・多目的施設の整備に向けた実施設計 

・キャンプ等受け入れのための施設の充実 

【実施状況】 

・多目的施設の実施設計が完了（１月） 

・ソフトボール場改修工事・野球場内野補修工事・ブルペン防護ネット設置工事（１０

月） 

・野球場マウンド撤去・復旧工事（３月） 

【成果と課題】 

◎整備検討委員会や建設検討委員会等を通じ、実施設計を完了することができた。 

◎千葉ロッテ、ソフトボール女子日本代表等の長期合宿を受け入れることができた。 

◆総合運動施設の都市公園化に向けたプログラムの確実な実施と事業財源となる交付

金の確保。 

平成 29年度 《 重点取組 》 

・多目的施設の整備に向けた工事 

・キャンプ等受け入れのための施設の充実 

【実施状況】 

・多目的施設の建設については見送り。 

① ソフトバール場改修工事・野球場内野補修工事・ブルペン防護ネット設置工事 

（１０月） 

② 野球場マウンド撤去・復旧工事（３月） 

【成果と課題】 

◎千葉ロッテマリーンズ、ソフトボール女子日本代表等の長期合宿を受け入れることが

できた。 
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Ⅴ－２．スポーツの振興     ◎…成果 ◆…課題 

 

事業概要 

 

（１）市民スポーツの振興 

①生涯スポーツの促進 ②競技スポーツの促進 

（２）スポーツイベント等の誘致 

①各種スポーツ合宿・スポーツイベントの誘致 

平成 28年度 《 重点取組 》 

・鴨川市体育協会及び地域競技団体との連携による競技スポーツの促進 

・プロ野球や東京オリンピック・パラリンピック等を契機とした合宿・スポーツイベント

の誘致 

【実施状況】 

・体育協会各競技専門部による市民スポーツ大会の開催（4競技）。第 66回千葉県民体育

大会へ 11競技の参加を促し、市民の健康増進、体力・競技力の向上に努めた。 

体育協会主催によるスポーツ指導者研修会を開催（3月）。 

・鴨川クリテリウムの開催（５月）、千葉ロッテマリーンズ秋季キャンプの実施（11月）

及びソフトボール女子日本代表合宿の受け入れ（３月） 

【成果と課題】 

◎スポーツに対する意識の高揚、体力・競技力の向上が図られた。 

◎来場や宿泊等による本市のＰＲや経済波及が図られた。鴨川クリテリウム（2,000人）、

千葉ロッテマリーンズ秋季キャンプ（26,435人）、ソフトボール女子日本合宿（700人） 

◆体育協会競技専門部の高齢化、部員減少が見受けられ、若年層の加入等、底辺の拡大が

課題となっている。 

◆関係団体と連携し、スポーツイベントや合宿の継続した誘致活動が求められる。 

◆スポーツを産業として捉え、健康・観光・まちづくりを部門と連携を深めることによる

地域振興が求められている。 

平成 29年度 《 重点取組 》 

・鴨川市体育協会及び地域競技団体との連携による競技スポーツの促進 

・プロ野球や東京オリンピック・パラリンピック等を契機とした合宿・スポーツイベント

の誘致 

・教育委員会部局から市長部局への円滑な移行 

【実施状況】 

・体育協会各競技専門部による市民スポーツ大会の開催（３競技）。第６７回千葉県民体

育大会へ 11 競技の参加を促し、市民の健康増進、体力・競技力の向上に努めた。 

・体育協会主催によるスポーツ指導者研修会を大塚製薬株式会社と連携し開催（２月）。 

・鴨川クリテリウムの開催（５月）、全日本女子ラグビー合宿の受入（７月）、車いすバス

ケットボール合宿（８月、３月）、車いす陸上日本代表選手合宿（10月）、千葉ロッテマ

リーンズ秋季キャンプの実施（11月）、日本代表陸上競技チーム合宿（２月）及びソフ

トボール女子日本代表合宿の受け入れ（３月） 

 

【成果と課題】 

◎スポーツに対する意識の高揚、体力・競技力の向上が図られた。 

◎来場や宿泊等による本市のＰＲや経済波及が図られた。 

◆体育協会競技専門部の部員減少、若年層の加入等、底辺の拡大が課題となっている。 

◆関係団体と連携し、スポーツイベントや合宿の継続した誘致活動の拡充。 

◆スポーツを産業として捉え、健康・観光・まちづくりを部門と連携し地域振興が求めら

れている。 

 


